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歯
科
医
療
の
歴
史
略
年
表

時
代

治
承
四

永
観
二

天
延
ニ

貞
観
一
四

太
宝
一

日　
　

本

世　
　

界

・
朝
鮮
か
ら
医
師
徳
来
来
日
し
、
帰
化

し
て
難
波
薬
師（
く
す
し
）と
な
る

・
大
宝
律
令
の
典
薬
寮
で
医
師
養
成
開

始（
耳
目
口
歯
の
医
師
養
成
）

・
丹
波
康
頼『
医
心
方
』の
第
五
巻
に
、

歯
痛
、
兎
唇
、
歯
石
、
口
臭
の
記
述

ベ
ル
ス
」に
歯
科
の
記
述

・
エ
ジ
プ
ト
の「
パ
ピ
ル
ス
・
エ
ー

・
中
国
の
甲
骨
文
に「
歯
が
痛
い
が

害
が
あ
る
か
ら
抜
く
か
」の
記
述

・
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
全
集
に「
生
歯
熱
」

に
つ
い
て
記
述

押
さ
え
よ
」と
記
述

・
中
国
の『
黄
帝
内
経
』に
、「
歯
痛
に

は
大
迎
、
迎
香
、
角
孫
の
つ
ぼ
を

よ
っ
て
起
こ
る
」の
記
述
、「
ダ
ン

タ
カ
ー
ス
タ（
楊
枝
）」の
記
述

・
イ
ン
ド
の『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ

タ
ー
』に「
む
し
歯
は
百
万
戸
虫
に

置
の
記
述

・
イ
ン
ド
の『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン

ヒ
タ
ー
』に
歯
肉
出
血
、歯
痛
の
処

・
ギ
リ
シ
ア
の
ガ
レ
ノ
ス
が「
最
大

の
痛
み
は
歯
痛
で
あ
る
」と
記
述

・
中
国
の
太
医
署
で
耳
目
口
歯
の
医

師
の
養
成
開
始

・
イ
タ
リ
ア
、
サ
レ
ル
ノ
医
学
校
設

立 記
述

・
ア
ラ
ビ
ア
の
ラ
ー
ゼ
ス
に
よ
る

『
医
学
体
系
』に
む
し
歯
の
処
置
の

鎌倉
時代平安時代

・
絵
巻『
病
草
紙
』の
中
に
、歯
槽
膿
漏
、

口
臭
、
重
舌
の
図
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天
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七

享
禄
四

享
禄
二

永
正
一
二

寛
正
一

天
福
一

・
丹
波
兼
康
、
宮
中
の
口
中
医
と
な
る

・
丹
波
兼
康
が『
口
中
秘
伝
』著
述

・
嵐
山
甫
安
が
兎
唇
の
手
術
実
施

江戸時代安土桃山
時代

室町時代

戦国時代

・
木
床
義
歯
装
着
者
の
中
岡
テ
イ
逝
去

（
義
歯
の
形
は
ほ
と
ん
ど
現
在
の
も

の
と
同
じ
で
、
和
歌
山
市
願
成
寺
に

現
存
）

・
豊
後（
現
在
の
大
分
県
）に
ア
ル
メ
イ

ダ
設
立（
キ
リ
ス
ト
教
式
病
院
）

・
金
保
家（
の
ち
の
多
紀
家
）が
幕
府
の

口
科
医
就
任

・
柳
生
飛
騨
守
宗
冬
逝
去

（
広
徳
寺
墓
か
ら
木
床
義
歯
発
見
）

・
貝
原
益
軒『
養
生
訓
』に
嗽（
う
が
い
）

の
効
用
の
記
述

・
中
国
の
薛
巳『
口
歯
類
要
』を
著
述

・
フ
ラ
ン
ス
の
床
屋
医
者
ア
ン
ブ
ロ

ワ
ズ
・
パ
レ
、
外
科
医
と
し
て
容

認（
近
代
外
科
医
の
原
点
）

全
集
』初
版
に
歯
科
の
記
述

・
ア
ン
ブ
ロ
ワ
ズ
・
パ
レ
の『
パ
レ

・
近
代
歯
科
医
学
の
創
始
者
フ
ラ
ン

れ
た
義
歯
は
外
観
を
整
え
る
目
的

で
、
噛
む
機
能
は
期
待
し
て
い
な

シ
ャ
ー
ル
が
最
初
の
歯
科
医
学
書

『
歯
科
外
科
医
』を
著
述（
記
述
さ

か
っ
た
）

ス
の
医
師
ピ
エ
ー
ル
・
フ
ォ

・
道
元『
正
法
眼
蔵
』の「
洗
面
」の
項

に
、
歯
磨
き
の
仕
方
提
示

・（
こ
の
時
期
、歯
科
医
療
を
担
当
し
て

い
た
の
は
、
宮
中
、
幕
府
、
大
名
な

ど
に
仕
え
る
口
中
医
、
庶
民
を
対
象

と
し
た
口
中
医
、
歯
医
者
、
義
歯
を

つ
く
る
入
れ
歯
師
、
抜
歯
を
す
る
歯

抜
師
、
香
具
師（
大
道
商
人
）で
、
こ

れ
ら
の
こ
と
を
行
う
入
れ
歯
渡
世
人
、

歯
抜
渡
世
人
な
ど
で
あ
っ
た
）

・
イ
タ
リ
ア
の
ア
ル
ク
ラ
ー
ヌ
ス
、

口
腔
衛
生
十
戒
を
提
示
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r
g
e
o
n

 　

D
e
n
t
i
s
t
（
歯
科
外
科

　

O
p
e
r
a
t
o
r 
o
f 

　

T
e
e
t
h（
歯
医
者
）、

医
）
な
ど
と
名
乗
る
者
が
ヨ
ー

ア
メ
リ
カ
東
海
岸
に
T
o
o
t
h

　

d
r
a
w
e
r（
歯
抜
師
）、

・（
こ
の
時
期
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
の

ロ
ッ
パ
か
ら
移
住
し
て
来
た
）

きたいな名医難病療治（歌川国芳作，江戸後期）
（医の博物館蔵）


